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　初当選以来１８年間、妻と子どもは地元、私は東京に、それぞれ
生活の本拠を置き、週末に私が地元に戻るという生活が続きました。 
　長女に続いて、今年から長男も東京にということになり、中学生
となる次男も含めて、この機会に全員が東京生活を始めることにし
ました。もちろん私は、今までどおり毎週末に地元に戻りますし、妻
も東京と地元の間を往復することになります。 
　週の大半を家族５人がそろって生活することは、私の人生で初
めての経験です。改めていいものだと実感しています。 

　4月に行われた統一地方選挙では、皆様に大変お世話に

なり、本当にありがとうございました。 

　特に私が力を入れていた県議会議員選挙では、定数51

に対し、民主党系会派「新政みえ」は27名の候補者を立て、

24名が当選を果たすことができました。残念ながら、目標と

していた過半数には届きませんでしたが、議会最大会派を

維持できたことは非常によかったと思っています。また、いま

まで民主党が弱かった県南部の候補者や若い新人候補者

が当選したことは大きな収穫でした。 

　全国的にも民主党は議席を大きく伸ばしましたが、特に

注目すべき点は、道府県議の公認・推薦当選者500名のうち、

１割超にあたる54名が女性だったことです。党幹事長時代

から女性議員を増やしたいと言い続けてきた私としては、大

変喜ばしい結果だと思っています。 

　次はいよいよ参議院選挙です。民主党は小沢一郎代表

のもと、一致結束してこの一大決戦に臨んでいます。そして、

三重県では高橋千秋さんが3選目に挑戦します。私は選対

本部長に就任しています。2001年の小泉旋風の中、激戦を

制して獲得した議席ですが、今回も絶対に負けられません。 

　また、その参議院選挙に向けて、国会審議も極めて重要

になってきます。格差是正や教育再生など生活に密接に関

わる課題を中心に、国民の立場に立った議論を展開する決

意です。 

　皆様のさらなるご理解とご支援を心よりお願い申し上げます。 

 

の 近 況 近 況 ４月に家族で東京に           引越をしました。 

岡田かつや後援会会報  

 

2006年11月 

2006年12月 

2007年1月 

2006年11月　2007年4月 

　初集会 
【３日～２８日】 
　地元自治会の初集会に４日間に渡り参加。
合計６６会場、のべ約４,５００人の方々に新
年の挨拶をすることができました。 

　伊勢神宮参拝 
【４日】 
　小沢一郎代表が伊勢神宮を参拝。私を
含む地元国会議員６人が同行しました。外宮、
内宮の順に参拝し、握手を求める大勢の
参拝客に対して小沢代表は笑顔で応じて

いました。１時間後には安倍総理も参拝に
訪れ、翌日の新聞は「選挙の年、決戦ムード」
と報じていました。 

　新年会 
【６日～１６日】 
　毎年恒例の後援会新年会を６会場開催。
のべ７００人の方にご参加いただき、新年の
ご挨拶と懇談をさせていただきました。 

　地元四日市笹川地区の小学校視察 
【１２日】 
　四日市市笹川地区の小学校２校を視察。

同地区は日系ブラジル人を中心に２,０００人
以上の外国人が独自のコミュニティを形成
しています。 
　４月入学の新1年生は過半数が外国人
になりそうです。日本語の全然解らない子ど
も達のクラスや日本人との混合クラスがあり、
科目によってもクラス編成を考慮していると
のことでした。生活習慣や国民性の違いも
あり、先生方の負担も大きいようです。 
 
 

2007年3月 
　政治とカネ 
【１日】 
　２月２日に今国会の大きな争点である「政
治とカネ」の問題について、党内に政治改
革推進本部が設置され、私は本部長に就任。 
　この日はその拡大会議を開催し、政治資
金規正法の民主党改正案、そして、率先垂
範となる党内ルールが了承されました。改
正案の内容は、①事務所費問題に端を発
した政治資金の支出の透明性を確保する
ため、１件１万円超の経常経費（事務所費、
光熱水費、備品・消耗品費）と政治活動費
について領収書の添付と５年間の保存を
義務付ける、②人件費に関しては、現行の
総額記載に加え支払いを受けた人数も記
載する、というものです。 
　そして、改正案が成立しない場合であっ

ても、民主党の独自ルールとして、１件１万
円超の経常経費と政治活動費について領
収書の徴収と５年間の保存を義務付ける
ことになりました。 
【６日】 
　民主党政治改革推進本部長として党を
代表し、政治資金規正法改正案を衆議院
に提出しました。 

　第３区総支部大会 
【１７日】 
　第９回民主党三重県第３区総支部大会
を開催。党員・サポーターの皆様にご参加

いただき、昨年度の活動報告、今年度の活
動方針を審議の上、ご了承いただきました。
　今年は選挙の年、それぞれの選挙で民
主党が支援する候補予定者の必勝を全員
で確認しました。 

　政治スクールみえ 
【２４日】 
　「第２回政治スクールみえ」開講式を開催。
昨年に引き続き私が塾長を務めることにな
りました。昨年の受講者１４人を含む３３人
に参加していただきます。 
　私からは、昨年の「ともに学ぶ」に加えて「現
場主義」、「自ら考える」ということを本年の
活動方針としてお話ししました。 
 

2007年4月 
　県議会選挙 
【８日】 
　三重県議選の結果が出ました。結果が
出揃ったのは深夜になりましたが、３区内の
当選者の事務所をお祝いに回りました。 
　３区内では民主党が応援した候補者７人
全員が当選を果たすことができ、大変嬉しく
思っています。県全体では民主党系会派「新

政みえ」の候補者２４人が当選しました。過
半数の２６人にはあと一歩及びませんでした
が、最大会派を維持できたことは評価すべ
きことだと思います。 
　今回の県議選では、全選挙区で民主党
の支持する候補者を擁立しました。私は従
来民主党が弱い５区を中心に、新人候補
や厳しい選挙戦の地区を精力的に応援し

てきました。尾鷲の津村衛さんや鳥羽の中
村勝さん、伊賀の森野真治さんの当選は、
何度も応援に入った選挙区でもあり、非常
に嬉しい結果でした。 

2007年2月 
　北九州市長選・愛知県知事選 
【４日】 
　北九州市長選と愛知県知事選の投開
票が行われました。北九州では、私が最も
信頼する政治家であり、３０年来の友人でも
ある北橋健治さんが見事当選を果たしました。
　私も何度か現地入りし、できる限りの応
援をしてきましたので大変嬉しい勝利でした。
愛知の石田芳弘さんは終盤猛追し、１３５万
票を獲得しましたが、残念ながら及びません
でした。 

　山本幸雄先生ご逝去 
【９日】 
　我が郷土の大先輩、山本幸雄先生がお
亡くなりになり、葬儀に参列しました。９５歳
でした。私は山本先生の後を受けて出馬さ
せていただき、その後もいろんな面でご指導
をいただいてまいりました。私の政治活動に

とって大きな支えだった恩人を失い本当に
残念です。 

　カキ養殖視察 
【１０日】 
　高橋千秋参院議員と２人で鳥羽商工会
議所を訪問。観光事業の現状、ノロウイル
スの風評被害を受けているカキ養殖業など
についてお話を伺いました。その後、鳥羽
市浦村町のカキ養殖場を視察。 
　実は今回の視察は、１月にカキ養殖業者
と関連業者のお２人から「ノロウイルスの風
評被害で大変困っている」「現場の状況を
是非見て欲しい」とのＥメールをいただいた
のをきっかけに実現しました。現地では、２５
人のカキ養殖業者の皆さんから風評被害
の実情を伺ったあと加工工場を視察。生ガ
キや焼きガキも試食させていただきました。
　風評被害の原因追及、今後の対策につ

いてのご要望もいただき、高橋参院議員や
地元の中村県議らと連携をとり、しっかりと
取り組んでいくことをお約束しました。この
問題は、その後予算委員会で取り上げました。 

　県連大会・躍進パーティー 
【１７日】 
　民主党三重県連第９回定期大会・躍進
パーティーを開催。パーティーには小沢代
表にもご参加いただき、夏の参院選の必勝
を確認しました。 
　当然ながら、絶対に負けることのできない選
挙です。２８人の民主系県議選候補予定者も
紹介され、定数５１人の過半数獲得を期しました。 

　学生との交流 
【４日】 
　明治大学の神田駿河台キャンパスで、
学生約１５０名を対象に講演。私が政治家
を志した理由をはじめ、アジア・アフリカの国々
で使命感を持って活動する日本の若者の話、
民主党の年金制度改革案などについてお
話ししたあと、活発な意見交換を行いました。 
【１３日】 
　中央大学多摩キャンパスで講演し、民主
党結成までの経緯、０５年の総選挙と郵政

造反組復党問題、そして財政、社会保障、
外交などの政策論についてお話ししました。 

　座談会 
【１７日】 
　年内最後の座談会を開催。０６年２月か
ら始めましたが、この日で２３６会場目になり、
のべ６,１５６人の方々にご参加いただきました。
　各会場ではたくさんのご意見やご質問を
いただき、大変勉強になりました。また、皆さ
んの政治に対する関心の高さを改めて感じ
ました。 

　韓国訪問 
【２２日～２５日】 
　ソウル大学の招待で韓国を訪問しました。
ソウル大学では「新時代の日韓パートナー
シップ」を主題に講演。繁栄、平和、そして
信頼のための日韓協力が必要不可欠であ
ることをお話ししました。 
　また、鄭東泳（ﾁｮﾝ･ﾄﾞﾝﾖﾝ）元ウリ党議長

や千正培（ﾁｮﾝ･ｼﾞｮﾝﾍﾞ）前司法長官ら旧
知の政治家のほか、次期大統領に最も近
いと言われる李明博（ｲ･ﾐｮﾝﾊﾞｸ）前ソウル
市長とも会談しました。今回の訪韓で印象
に残ったことは、１つは、非正規雇用の増加
や所得格差の拡大など、グローバル化の中
で日韓が抱える問題は共通しているというこ
と。そして、もう１つは、与党ウリ党が支持率

低下に本当に苦しんでいるということ。大統
領選挙に向けた今後のダイナミックな動き
を予感させる訪韓でした。 

『岡田かつやBLOG』のご案内 
『岡田かつやの視点』を綴っ

たブログ 『TALK-ABOUT』。 

身近なテーマを取り上げて

書いています。皆様のコメン

トをおよせください。 

（岡田かつやのホームページ

からご覧いただけます。） 

http://katsuya.weblogs.jp/

今国会の予算審議でも2回質問に立ちました。ただ、不正常な国会運営が続き、安倍
総理との質疑はわずか1回。最後の締めくくり総括質疑でも質問の機会は失われまし
た。外交・安全保障や教育についても時間をかけて準備してきましたが、機会を見て
総理と本格論戦をしたいと思っています。 

議事録の全文はホームページに掲載しています。 

国会論戦ハイライト 
K A T S U Y A ' S  R E P O R T

　２月に行われた北九州市長選挙で、民主党衆議院議員
だった北橋健治さんが当選しました。 
　北橋さんは私と同じ昭和２８年生まれ、政治家になる前
からの３０年来の同志です。私が幹事長の時の幹事長代理、
代表の時の役員室長と、まさに私を支え続けてくれた人で
す。私が幹事長や代表として原理原則に沿った党運営が
できたのも、泥をかぶることをいとわない北橋さんあっての
ことでした。 
　長年の親友だっただけに、市長選出馬の決意を聞かさ

れた時は驚いたものの、全力で応援しました。 
　いっしょに民主党政権を実現しようと誓い合っていただ
けに、私としては少し寂しい気がしないわけではありません。
しかし北九州市も、港や空港などハードの整備に力を入れ
すぎた結果、財政事情も厳しく、市民の生活も決して余裕
があるとは言えない状況です。 
　「ハートフル北九州」を訴えた北橋さんの大活躍を期待
しています。 
 

「ハートフル北九州」を訴えた北橋さんのこと。 

◆公約違反の定率減税廃止 
岡田　法人税減税とセットで導入された所得・住民税の定率減税が

廃止される。一方で法人税はさらに減税しながら、他方で定
率減税だけを元に戻して所得増税するのは納得できない。 

総理　景気が回復傾向にある中、定率減税を廃止するのは当然だ。 
岡田　順調な輸出と設備投資が消費に波及するかが問われている

時に、なぜ消費を冷やすのか。総理はもっと国民の声を聞く
必要がある。 

総理　私は国民の声を聞いている。景気が回復していることは間違
いない。 

岡田　総理は05年の都議選と総選挙の際、「サラリーマン増税はし
ない」と繰り返したが、選挙が終わると定率減税廃止を決めた。 

総理　定率減税はすべての人、自営業者も入っているので、サラリ
ーマン増税とは言えない。 

岡田　所得税納税者の9割はサラリーマンだ。残りの1割があるから
全体を増税しても構わないというのは、明らかに公約違反だ。
そういう不誠実なやり方がまかり通ることは見過ごせない。 

◆格差問題と外国人労働者 
岡田　経済成長をすれば格差問題が解決するという総理の基本認

識は間違っている。 
総理　成長の果実を家計にも広げていく。雇用の拡大で非正規雇

用者にも正規雇用への道を開いていく。 
岡田　繁栄の中でそれに乗り切れない人たちがいる。1つはITの発展、

それに乗れる人と乗れない人が出てくる。もう1つはグローバ
ル化だ。常に賃金の下押し圧力がかかる。そういういままでに
ない新しい事態に先進諸国は直面している。それをどう乗り
越えていくかが政治の大きな課題だ。 

総理　我々は対策を誤っていない。正しい対策をやっている。成長し
なければ果実が生まれない。全体的に成長しながら、誰も後
ろに置いていかない。 

岡田　総理は「底上げ戦略」と言うが、そのバケツの底が抜けている。
例えば、ここ数年でモノづくりの現場は様変わりし、外国人労
働者が非常に増えている。私の地元のある小学校は新入生
の半分が外国人だ。さらに、小学校にさえ行っていない子ども
がたくさんいる。そういったことに対して政治が非常に遅れて
いる。正面からしっかり取り組む必要がある。 

◆「上げ底」戦略 
岡田　安倍官房長官時代、2011年度の成長率は実質1.7、名目

3.2と決めた。それが実質2.5、名目3.9に急に上がった。なぜ
1年でこれほど様変わりするのか。 

大田　これから策定する生産性加速プログラムなど、成長力強化を
最重要課題と位置付けて推進していることが反映し、生産性
が向上する。 

岡田　これからまとめるものが、何で数字ではもう出ているのか。非
常に不思議だ。 

総理　いま大田大臣が申し上げた数値を算定の基盤として、成長シ
ナリオを示した。 

岡田　総理は「底上げ」戦略と言うが、私に言わせれば「上げ底」戦
略だ。数字だけ勝手につくって中身はない。 

◆後退した歳出削減 
岡田　安倍官房長官時代、公共事業費を2011年度まで毎年3％

削減すると一旦決めたが、参院自民党から異論が出て、結局
3～1％削減となった。 

総理　多少幅を持たせなければ、資材価格や賃金が上がることも十
分あり得る。 

岡田　毎年1％削減では、政府の楽観ケースでも11年度に基礎的
財政収支は黒字化しない。黒字化しなければ、その分増税す
ることになる。 

総理　必要な公共事業を確保できるかということも考えなければならない。 
岡田　公共事業費の割合は国際的に見てまだ高い。経済が立ち直

ってきたいま、さらに減らせるはずだ。参院の横やりが入って変
えたが、総理が3％と言えば3％になる。 

総理　3％決め打ちということは自信を持って言えない。 
岡田　総理は参院に弱すぎる。総理としてのリーダーシップを発揮す

べきだ。 

◆岐路に立つ日本の核政策 
岡田　米国とインドの原子力協力は絶対に簡単に認めてはならない

話だ。国際ルールに違反したインドの核保有を認め、一定の
核燃料を供給していくことになる。インドが新たな核大国にな
るかもしれない瀬戸際にある。 

総理　インドの戦略的な重要性、増大するエネルギー需要の手当て
の必要性は理解できる。 

岡田　インドは経済的に大事だが、経済が大事だったら核を持って
いいのか。北朝鮮やイランの核保有に対して日本はノーと言
えるのか。 

総理　日本とインドは価値を共有している。インドは極めて親日的な
国であり、今後さらに発展していく国だ。 

岡田　戦後の核政策の大きな岐路だ。総理の判断でいままでと全く
違う方向に行きかねない。絶対に核の拡散を認めない、核の
ない世界を目指すという日本の基本方針を曲げてしまっては
ならない。 

◆ノロウィルスの風評被害 
岡田　ノロウィルスの風評被害で、年を越せない、春には廃業しなけ

ればならない養殖業者も多い。 
柳沢　12月18日に総理からも特別の指示があり、予防のためのPR

を一生懸命やった。 
岡田　その時点では、カキを原因とするノロウィルス被害はなかった。

魚介類を原因とするものは、最近では4～6％程度にまで減っ
ているが、そういう説明もない。厚労省の発表の仕方に問題
があった。 

柳沢　都道府県に風評被害の防止に努めるよう通知し、Q&Aの改
定も行なった。 

岡田　現に養殖業者が被害を受けている。もっとポジティブな広報
で国民の誤解を解く努力をしてもらいたい。 

柳沢　そのつもりで取り組んでまいりたい。水産庁との連携も大事だ。 
 
（※大田＝経済財政担当相、柳沢＝厚生労働相） 



●後 援 会 事 務 所     059（361）6633 
〒５１０-８１２１  三重県三重郡川越町高松３０-１ 

●国 会 事 務 所     03（3508）7109 
〒１００-８９８１　東京都千代田区永田町２-２-１　       衆議院第一議員会館４４３号室 

岡田かつや後援会会報  岡田かつや ■発行所：岡田かつや後援会事務所 

岡田かつやプロフィール 

ホームページアドレス http://www.katsuya.net/

1953年生まれ、53歳。東大卒業後、通産省を
経て、36歳で衆院議員に初当選。一貫して政
権交代の実現を目指し、民主党政調会長、幹
事長などを経て、04年5月代表に就任。現在、
党副代表・政治改革推進本部長。当選6回。 
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蓮舫さんは、３年前の参議院選挙で東京選挙区で当選され
ました。２人のお子さんの子育てをしながら当選して、今も大
活躍されているのですが、いろんなご苦労もあると思います。
その辺のところから話を伺いたいと思います。 
３年前の参議院選挙では、子どもが６歳。ちょうど小学校へ上
がる時で、選挙活動ができるのかなという不安はありましたね。
選挙に出ようと思ったきっかけは、与党のこれまでの子育て政
策があまりにも稚拙で、本気で取り組んでこなかった結果とし
て、出生率が下がり、子どもたちが幸せに暮らせる環境が脅
かされていて、同じように子どもを持っていらっしゃる方、これか
ら子どもを持ちたいと思っていらっしゃる方に、とても不安な時
代になってきた。それならば、私は国政の場で子どもの安全を
守る活動をしたいと思って、あえて立候補させていただきました。
子どもを育てながら仕事をするというのは、何も政治家でなく
とも、いろんな職種の方がいらっしゃいますが、夫や私たちの
両親の協力がなければできないと思っています。国会が開い
てる時は、朝早くから夜遅くまで外に出て、いつ帰れるかわか
らない状況です。勉強を見てあげる時間、食事を作ってあげる
時間、一緒に遊ぶ時間、美術や科学に触れる時間など、わた
しは夫とシェアしながらやっています。よほどパートナーの協力
がない限り、両立は難しいと思います。 
話題が子育てになりましたので、「双子のお子さんの親」とい
う共通点を持つ高橋さんに、子育て論を伺いましょうか。 
私が初めて立候補し、そして落選したのが、ちょうど２人が６歳
で１年生の時で、今 中２になりました。その上に男の子がいま
して、子どもは３人なんですが、先ほど蓮舫さんもパートナーの
理解がないとできないという話をされましたが、仕事と家庭の
両立は、お互いの協力がないとやはり無理だなと思います。
私の場合は妻が頑張ってくれていますが、子育てには悩んで
いる最中ですね。子どもたちにとっては親らしいことはできてい
ないかもしれませんが、親が一所懸命やってるところを、きっち
り子どもたちに見せていくのは大切なことだと思います。 
 
 
次に政策について話をしたいと思います。民主党の子育てに
関わる政策についてですが、働きながら子育てできる社会を
つくる、私も３年前の参議院選挙で子育て支援ということを
訴えました。総選挙でも年金と子育てということでした。郵政
民営化の問題にかき消されてしまいがちでしたが、真剣に聞
いていただいた方もたくさんいらっしゃいました。街頭演説を
すると、小さな子どもさんを連れた若いご夫婦が本当に熱心
に聞いてくれました。しかし、あれから１年半経ちますが、いまだ
にこの問題は進んでいません。蓮舫さん、子育て支援につい
て、今政府に足りないところを含めて語っていただけますか。 
まず、政府・与党と決定的に姿勢が違うのは、縦割り行政の
弊害を取り除く必要を強く感じている点です。特に重点政策
となる少子化対策は、ただ単に子どもを増やすというのではな
く、お子さんを持ちたいと思ってる方が安心してお子さんを持
てる環境、そこには経済支援があり、就労支援もあり、あるい
は保育所や幼稚園といった施設の支援もあり、女性１人だけ
に子育ての負担がかかるのではなく、それを社会がどれだけ支
援していけるのかということですね。それは厚生労働省だけで
はできないわけで、経済産業省、国土交通省、文部科学省な
ど複数の省庁にまたがりますから、まずは内閣府のもとに“子
ども家庭省”の前身となるようなものをつくってもらいたい。
最終的には、家族政策を全面的に応援する“子ども家庭省”
の創設ができればと思っています。今働く方の3分の1が非

正社員で、派遣や請負とかで先の生活が見えない、結婚や
子どもどころか自分の将来の青写真も描けないという辛い環
境に置かれている方が多くなっています。正社員・非正社員
にかかわらず同じ労働には同じ賃金を保障して、不平等な待
遇を改善していくこと。これだけでも子育てをしているカップル
の負担が軽減されるんじゃないかと思います。 
子ども政策について高橋さんのご意見はいかがですか。 
今、蓮舫さんがおっしゃったように、なぜ子どもを多く生まない
のか、それはやはり経済的な不安の部分が大きいんですね。
高校生くらいで一番お金がかかるというのは、皆が実感として
持ってる。今すぐいるわけではないけれど、将来的なことを考
えて、子どもを多く生めない。その部分の手当ては考えていく
べきですよね。昨日も三重県南部の漁村に行ったんですが、
お年寄りばっかりなんですね。だけど出生率で見ると都会より
いい。なぜかというと、世代を越えて地域ぐるみで助け合いな
がら子育てしてる。そういう昔の日本の良さがまだ残っている
んです。出生率を高めていくには、そうしたことも大切かなと思
います。地域全体で子育てをして、行政がそこをフォローアッ
プしていく仕組みをつくることが大切なんじゃないかと思います。 
これは地域性がありますよね。三重県の中でも、地域としての
コミュニティがしっかりしているところとそうでないところがあり
ます。都市部であっても学校単位で放課後スクールとか
NPO活動とか、多様な子育て支援、取り組みは考えていかな
ければいけないですね。今、安倍総理のもとで政府も子育て
支援策を論議していますが、ここ10年ぐらいの間に「エンゼル
プラン」「新エンゼルプラン」「子ども・子育て応援プラン」と
ずっとプランが出てきてますが、単に先送りのために議論して
いるとしか思えないですね。真剣に取り組もうという姿勢が全
く見えてこないですね。 
 
 
 
 
 
 
 
さて、子育て支援だけでなく、生活者にとって社会保障の問
題も大きいですが、高橋さんはどう思われますか。 
僕はいろんなところで高齢化と医療・年金の話をしていますが、
三重県は北と南で高齢化率が違うんです。南へ行くほど高
齢化率が高い。年金の問題は関心が高いんですね。農業や
漁業、自営業者の方が多いので、年金も国民年金か農業者
年金なんです。収入が少ない、年金も８万円くらいの金額で
将来生活できるのか。その意味でも、一般サラリーマンよりも
っと不安を抱えている。国民年金の基本的な部分をどうして
いくのか。どうやって行政がカバーしてやっていけるのか、そこ
を考える必要があるのかなと思います。年金の基礎的な部分
について、絶対安心なんだよってことを国民に示すことが大
事ではないかと思います。 
与党がずるいなと思うのは、「年金１００年安心プラン」とか「郵

政民営化」とか、これまでの政策を見ていて、キャッチコピーは
すごく耳に聞こえがいいんですよ。でも、実際に改正されて生
活に影響が出てくると、すごく痛みが大きいんですよ。痛みが
大きすぎて耐えられない方も出てきている。年金だけでは生
活できない不安と、身体が動かなくなった時に介護を受けられ
ないという不安が大きいんです。来年から７０歳以上の医療
費負担が１割から２割になる。私たちは、これから先、お金を持
ってる人と持ってない人の格差がどんどん広がっていくのを
何としても直していかないといけないんです。だから、次の参
議院選挙がとても大切だと思っています。私たちは国民年金
と厚生年金、共済年金を一本化すると言ってきてるんですが、
どうやって実現させるかという具体的なタイムスケジュールを
示す必要があると思いますね。 
与党は厚生年金と共済年金を一本化したら年金改革は終わ
りと言わんばかりです。しかし、年金制度は抜本改革が必要
不可欠なのです。去年安倍総理は、国民年金の加入者は自
営業者なんだから、資産があり、定年がないと言っていた。昔
は確かにそう言われていた時代があったかもしれませんし、そう
いう自営業者の方を前提にしているなら最低限の保障でい
いだろうと。しかし、今の国民年金加入者は自営業者以外の
方も増えてきているし、自営業者の方にとってもいい時代では
ない。そういう厳しい現実を踏まえた上での政策でないといけ
ないんですよ。格差論争でも安倍さんは、経済成長率を高く
すれば、格差問題は解決すると言う。しかし、現実は経済成長
しても格差が縮小するという時代ではありません。安部さんは、
それが全くわかっていないと思います。 
経済成長が期待できるということで楽観的な見通しを立てる
のは簡単なんですけど、テロとか大震災とか、何らかの想定で
きない事態が起きた時に、経済が一気にダウンする。社会保
障だけはそういう痛手を被ってはいけないという前提で１００年
の設計を描かなければいけないのに、楽観的な見通しで社会
保障を組み立てているところに大きな問題があると思います。
私には今の政府は現実を見てないとしか思えないですよ。 
岡田さんが代表だった３年前に参議院選挙で年金問題で民
主党は勝ったんですよ。でも、あの時から何も変わってない。
年金問題は解決しているわけではないんですよ。 
 
 
 
 
 
 
 
さて、いよいよ夏の参議院選挙が近くなってきました。この夏
の参議院選挙で何を訴えていきますか。 
「身近な政治」に尽きると思います。本来、政治は身近なも
のなんです。子どもを生み育てることや働くこと、安心して老
後を迎えることも全部政治で、でも残念ながら今まで政治は
遠かった。だから政治に期待をしても失望感しかなかった。そ
ういう経験が重なって無党派の方が広がってるんだと思うん

ですけど、無党派とか無関心では政治は変わらないんです。
政治は身近だということをわかりやすく、明確にアピールして
いくべきだと思っています。 
私のキャッチフレーズは“生活者の目線で”ということです。
この参議院選挙を通じて、生活者の目線を持った、生活に根
付いた政策を、誰が、どの党が真剣に取り組んでいるのかを
国民の皆さんに知ってもらうことが大切だと思います。 
年金にしても農業の問題にしても、今までの政策の失敗が
重なって現状がある。将来に確信が持てない、若い人が後を
継がない、それは政策の結果なんです。政策を変えることで、
もっといい社会が実現するんだということを伝えていかないと
いけないですね。  
高橋さんは参議院の若手議員の中で大変人気があり、兄貴
分として頼りにされています。そして、私も驚くほどよく地元へ
帰って、県内をあちこち飛び回っています。地域を大切にして
るなと思います。蓮舫さんから見て、参議院議員の高橋さんっ
てどんな存在ですか。 
参議院議員は地域の代表だと思うんですよ。全県を代表し
て国政に声を届けるわけですから。高橋さんは、本当に地元
に根付いた生きている政策を訴える人なんですよね。私は東
京なんですけど、三重の人たちが望んでおられる政策と東京
の人たちが望んでおられる政策は違うんですが、その中から共
通のものを見い出し、参議院の声として訴えていくことができ
ます。そんな時の火付け役と言いますか、リアルな声をポッと
発火させる、とても頼もしい存在ですね。（笑） 
高橋さん、この夏の参議院選挙へ向けての決意を語ってください。 
６年前を思えば、小泉旋風の時で、大変厳しい状況でした。こ
の６年間、私が頑張ってやってきたことは、県民の皆さんにし
っかり見ていただいてると思っています。ここで負けるわけに
はいきません。この関門を乗り越えて、次の６年も頑張ってい
きたいと思います。これが次の総選挙の前の大きな山場だと
思いますので、必ず勝たないといけない選挙だと思っています。
三重で負けたら他の県でも勝てません。プレッシャーもきつい
ですけど、負けないように頑張ります。 
政権交代を実現するためにも重要な選挙です。政治家は、
選挙のたびに悪くなるタイプと磨かれていくタイプがあります。
高橋さんは、今度４回目の選挙ですね。選挙のたびにたくまし
くなっています。是非頑張ってください。ありがとうございました。 
 
◆高橋千秋（たかはし・ちあき）　http://www.chiaki.gr.jp/ 
1956年生まれ、50歳。2000年の参議院三重選挙区補選で

　「豊かで平等な社会」と言われてきた戦後日本の社会。この社会が
小泉・安倍政権の6年間で大きく揺らぎ、所得・雇用・教育など格差が
拡大し、日々 の暮らしや将来に対する不安が広がっています。今、この
格差拡大を是正し、暮らしの不安を取り除いていくことが最も重要な
政治課題となっています。この夏の参院選は、民主党が「生活維新」
を掲げて安倍自民党政権と対決し、政権交代を目指す大きな節目とな
る選挙です。 
　いよいよ7月に迫った参院選を前に、「身近な政治」を訴え、子育て 
をしながら政治の舞台で活躍を続ける蓮舫さんと、地元三重県で「生
活者の目線」をキャッチフレーズに現場の声を政治に活かす高橋千秋
さんを迎えて、その決意を語っていただきました。 

◆蓮舫（れんほう） http://www.renho.jp/
　1967年生まれ、39歳。1988年芸能界にデビュー、キャスターなど幅広
い分野で活躍。2004年の参院選に東京選挙区から立候補し、初当選を
果たす。双子の子育てをしながら、「母親として子どもたちを守り育てる」
を信条として活動を続けている。現在、参院文教科学委員会、少子高齢
社会に関する調査会などに所属。民主党ネクスト文部科学副大臣。 

　1956年生まれ、50歳。2000年の参議院三重選挙区補選で初当選し、
翌年の参議選で再選、現在2期目。「生活者宣言」を掲げて、生活者の
目線に立った政治を目指し、地元に密着した活動を続けている。蓮舫さん
と同じく、双子の父親として夫人と共に子育てにも奮闘中。現在、民主党
政調副会長、三重県連代表。 

女性をめぐる 
さまざまな問題 

社会保障・格差、 
暮らしに直結する政治 

■ 子育て、仕事との両立─女性の現状 

■ 子育て支援の政策 

■ 安心して暮らせる生活を支援する政策 

「身近な政治」が争点となる 
この夏の参議院選挙。 

■ 「生活維新」をアピールして安倍政権と対決！ 


